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告した．さらにこの GI遺伝子領域内にある約 1 kbの






HYMAI及び C2H2type Zn Finger構造を有する転写因
子 ZACが存在し，いずれも父由来遺伝子の選択的発
現を示した．また前述の DMRは新生仔の卵形成過程





















































いて解析した．② 改変単為発生（PG） マウス ; GIを





成長することを報告した （Kono et al. 1996）．fg/fgPG
胚では胎盤はほとんど形成されないのに対し，ng/
fgPG胚の胎盤は正常に発育していた．さらに ng/fgPG
胚の GIの部分的改善した PG胚つまり GI遺伝子 H19
の欠損マウス由来の ng卵を使用し，本来発現しない
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ける生存には，正常な機能を有する胎盤の存在が必須
である．動物の種により胎盤の組織構築は多様性を有
するが，その機能，発生機序は共通である．すなわち
母体と栄養交換に働く胎盤は受精後最初に分化する組
織で，その主要構成成分は栄養膜細胞（トロフォブラ
スト）である．TS細胞の解析はマウスに限定せずに，
ヒトを含めた様々な動物種で行い，哺乳類の進化や哺
乳類特有なインプリント現象の生物学的意義について
も探索する．
